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松村光秀の生涯と芸術
―絵画作品を中心に―
Life and Works of Koshu Matsumura:
a Study on his Paintings
渡　邊　亮　平
WATANABE Ryohei
Koshu Matsumura was born in Kyoto in 1937. Matsumura, who started as a painter, later 
made sculptures. Since he grew up in a poor family and started working soon after graduating 
from junior high school, he could not receive professional education of art. Nevertheless, he was 
able to create original works with a very unique idea. Less is known on his vitae, and he himself 
didn’t talk a lot about his life and works. In this paper I will discuss Matsumura’s life and works, 
examining what can be confirmed at this moment. I believe that many suggestions can be 










































は出生年を 1936 年と表記されているものがあるが、1999 年以降のものは 1937 年となっているた




　1962 年に竹松画房を辞めた松村は翌年の 1963 年に初個展を開催する［11］。当時の作品のモチー
フはヒトやトリであったと思われる［12］。1964 年 27 歳のときに父親同士が知り合いであった縁















1965 年・1966 年と個展を開催するがその後 1977 年まで個展は開催することがなかった。「二科









1970 年の『京都新聞』のカット絵（図３）と 1976 年の『京都新聞』のカット絵（図 4）を比べる
とそこに松村が画家としてどのような方向へ舵をきっていったのかということが浮かび上がってく
る。初期の松村の作品で最も中心的な位置にあるものが≪身勢打鈴≫と名付けられた一連の作品群












































≫シリーズは 1979 年頃まで続けられ、シリーズ内で新陳代謝し続けた。1973 年には≪身勢打鈴Ⅰ
≫が彫刻の森美術館に所蔵され、1976 年にはギャラリー紅で個展を開催し、「第 20 回シェル美術賞」
































と略歴のみの自費出版の 210 × 176㎜の薄い冊子である。『身の表現』と題されたこの自費出版の
画集は出版年が記載されていないものの、収録されている作品からおそらく 1987 年頃に出版され
たと思われる。もう一つは島田によって 1998 年に企画・出版された『松村光秀作品集「姿」』とい





















































日常生活を送っていたが、2012 年８月 15 日、食欲もなく眩暈もきついため、長女・志奈子と共に
病院へ検査に行く。血液検査の数値が悪かった松村は精密検査のためそのまま入院し、８月末に悪















くと「哀話展」（76 年）、「おとこ・おんな展」（81 年）、「おんな双紙展」（84 年）、「身の表現展」（86 年）、
「女人四十八身展」（90 年）、「身の態展」（92 年）、「身の態展」（93 年）、「身の表現展」（95 年）、「身
の態展」（99 年）、「身　姿展」（01 年）、「姿展」（01 年）、「身の彩展」（二ヶ所）（02 年）、「身の遊展」
（03 年）、「菊華展」（04 年）、「松村光秀の部屋展」（05 年）、「躯・姿展」（06 年）、「華函展」（07 年）、「姿











































２.「松村光秀の世界展」、（2001 年 11 月１日～ 12 月 28 日）、Private GALLERY 青山の DM に「「略奪」（1976 年）の前で「わ









８. 筆者が島田誠に 2019 年 8 月 17 日に行ったインタビューによる。
９.『松村光秀作品集「姿」』、96 頁の略歴および、「−松村光秀−身の態展」、（1999 年 10 月 2 日～ 10 月 8 日）、海文堂ギャラリー
では 1936 年生まれとなっているが、直後の「松村光秀展」、（1999 年 10 月 25 日～ 11 月 14 日）、SHOMEIDO GALLERY の
略歴表記以降は 1937 年生まれとなっている。この間の事情に関しては、松村の長女・本島志奈子氏によると、帰化するにあ
たり戸籍を取り寄せた際に 1937 年であったことが分かったという。
10.「松村光秀絵画展」、（1965 年 10 月 28 日 ~11 月１日）、朝日会館ホールの DM には Mitsuhide Matsumura と書かれている。
長女・志奈子によると 1989 年（平成元年）前後にコウシュウという読みに統一したという。
11.『松村光秀作品集「姿」』、96 頁の略歴に 1963 年初個展、都雅画廊とあるが、『京都新聞』（註 13）の記事にあるように都雅







16. 二科会 100 周年記念事業委員会編、『二科 100 年史 -100 年の歴史と現在 -』、二科会、2015、121 頁に 1972 年会友推挙、
1976 年二科金賞、1978 年会員推挙、1988 年会員努力賞、1989 年 4 月 25 日退会となっている。





22. 海文堂ギャラリーで 1998 年に開催された「作品集出版記念展」でつくられた冊子に、神戸市立博物館学芸員・岡泰正が「な
んじ人、けなげなる生き物たちよ」と題し寄稿した文章。
23. 註 22 参照。




25. 筆者が 2019 年 8 月 17 日に島田誠に行ったインタビューによる。










31. 註 16 参照。二科会退会の理由については長女・志奈子による。
32. 古賀好之、「展評京都」『三彩』、109 頁、1990 年 12 月号、三彩社、1990。 
33. 筆者が 2019 年 8 月 17 日に島田に行ったインタビューによる。≪涅槃横華像≫について、2002 年 9 月５日の『毎日新聞』、
大阪夕刊で松村は「「天地」を制作する過程で、必然的に作った」（３頁）と語っている。








39. 筆者が 2019 年 8 月 17 日に島田誠に行ったインタビューによる。
40. ≪めをとカレンダー≫（1984 年）を真近で観ると正面の正方形に鉛筆で下絵を描いていることが確認できる。




45.『朝日新聞』、1998 年２月 19 日、朝刊、兵庫面。
46. 註 33 参照。















455 × 530㎜、ギャラリー島田蔵 / 筆者撮影
図１　松村光秀、2005 年。竹松画房時代の友人
らとの中国旅行にて / 本島志奈子氏より拝借
図４　1976 年、6 月 16 日
『京都新聞』、夕刊、「現代のことば」のカット絵




























松村光秀、≪天地≫、2002 年、1820 × 4500㎜
松村光秀、≪涅槃横臥像≫、2002 年、












図 14　 松 村 光 秀、 ≪ め を と カ レ ン ダ ー ≫、










西暦 和歴 年齢 出来事
1937 年 昭和 12 年 ０歳 10 月２日　父・李義男　母・河貞順の長男として京都市中京区壬生下溝町に生まれる。本名は李光秀（イ・カンス）。
1940 年 昭和 15 年 ３歳 弟・光泰が生まれる。
1943 年 昭和 18 年 ６歳 家庭内の不和により母親が韓国へ帰る。
1946 年 昭和 21 年 ９歳 12 月６日　母親が逝去。（享年 31 歳）
1948 年 昭和 23 年 11 歳 小学校 5・6 年生　福井県丹生群（現在の越前町）へ 1 年間疎開する。
1950 年 昭和 25 年 13 歳 松原中学校へ入学。
1953 年 昭和 28 年 16 歳 中学卒業後しばらくして干物乾物屋の二階へ三年間下宿する。看板屋、竹松画房で働きはじめる。
1959 年 昭和 34 年 22 歳 下鴨の写真館の二階へ三年間下宿。竹松画房で 22，3 歳から絵を任されるようになる。この頃、松村をかわいがった祖母、漠竹が死去する。
1961 年 昭和 36 年 24 歳「13 回京展」へ出品し入選する。この頃、左京区下鴨北山町に住んでいたか。
1962 年 昭和 37 年 25 歳「第 47 回二科展」へ出品し入選する。「14 回京展」へも出品し入選する。竹松画房を辞め、絵で生きていくことに決める。
1963 年 昭和 38 年 26 歳 初個展。「第 48 回二科展」で、京都新聞社賞受賞か。
1964 年 昭和 39 年 27 歳 お見合いで出会った西原賢子（23 歳）と結婚。　左京区松ヶ崎正田町の借家に住む。
1965 年 昭和 40 年 28 歳「松村光秀展」、（10・28~11・1）、を朝日会館ホールで開催。
1966 年 昭和 41 年 29 歳「松村光秀個展」、(5・2~5・8）、を都雅画廊で開催。
1967 年 昭和 42 年 30 歳 長男・秀志、生まれる。
1969 年 昭和 44 年 32 歳 長女・志奈子、生まれる。
1972 年 昭和 47 年 35 歳 双子の次女三女・維志子、総志子、生まれる。二科会、会友推挙。関西二科賞受賞か。
1973 年 昭和 48 年 36 歳「第 58 回二科展」出品作品≪身勢打鈴Ⅰ≫が彫刻の森美術館に買い上げられる。
1974 年 昭和 49 年 37 歳「26 回京展」で≪舞う打鈴≫が紫賞受賞。
1975 年 昭和 50 年 38 歳「第１回洋画版画展」出品か。「関西二科展」で 10 周年記念大賞受賞か。
1976 年 昭和 51 年 39 歳「松村光秀　哀話展」、（4・5~4・11）、をギャラリー紅（京都）で開催。「第 20 回シェル美術賞」で≪しんせいたりよん≫が三等を受賞か。「第 61 回二科展」で≪身勢打鈴≫が二科金賞を受賞する。
1977 年 昭和 52 年 40 歳 個展をギャラリーヤエス（東京）で開催。「第 13 回現代日本美術展」へ出品。
1978 年 昭和 53 年 41 歳 買い取った借家を売り一軒家を買う。二科会、会員推挙。
1979 年 昭和 54 年 42 歳
「第 1 回明日への具象展」出品。５月 11 日　火事により妻・賢子（38 歳）長男・秀志 (13 歳 ) 次女、三女・維志子（６歳）総志子（６歳）
を失う。長女・志奈子（10 歳）のみ助かる。しばらく弟の家へ身を寄せる。その後、左京区梅津徳丸町の林マンションへ移る。「第 6 ４回
二科展」へ≪折りづる≫を出品する。
1980 年 昭和 55 年 43 歳「関西二科展」へ≪なわ・とんで≫を出品。
1981 年 昭和 56 年 44 歳「≪おとこ・おんな≫展」をギャラリー紅（京都）で開催。
1983 年 昭和 58 年 46 歳 個展・ギャラリー紅（京都）
1984 年 昭和 59 年 47 歳「おんな双紙展　松村光秀」、（11・13~11・25）、をギャラリー紅（京都）で開催。
1985 年 昭和 60 年 48 歳 開廊２周年記念企画展として「≪油彩による板絵≫松村光秀展」、（1・15~1・20）、をギャラリー三条（京都）で開催。　
1986 年 昭和 61 年 49 歳「身の表現展―松村光秀―」、（7・4~7・16）、を ABC ギャラリー（大阪）で開催。「第１回川端龍子賞展」へ出品。
1987 年 昭和 62 年 50 歳 墓参団にくわわり韓国の母親の墓へ行く。この頃自費出版の画集『身の表現』を出版か。
1988 年 昭和 63 年 51 歳「第 73 回二科展」で会員努力賞受賞。
1989 年 平成元年 52 歳 個展・海文堂ギャラリー（神戸）、「現代京都の美術・工芸」展、京都文化博物館（京都）へ出品か。この頃に、雅号であるコウシュウという音読の読みへ公式書類も変更する。４月 25 日、二科会を退会する。
1990 年 平成２年 53 歳「女人四十八身展―松村光秀―」、（10・16~10・28）、をギャラリー紅（京都）で開催。
1992 年 平成４年 55 歳 9 月「身の態展」、を ABC ギャラリー（大阪）で開催。個展・ギャラリー三条（京都）
1993 年 平成３年 56 歳「松村光秀展」、（9・21~9・26）、をギャラリー三条（京都）で開催。「－松村光秀－身の態展」、（10・2~10・8）、を海文堂ギャラリー（神戸）で開催。長女・志奈子が結婚する。
1995 年 平成７年 58 歳 落語家桂歌之助独演会と同時開催で「松村光秀　絵画　身の表現展」、（1・14）、をＥＡＳＹ　ＡＬＬ（滋賀）で開催。
1996 年 平成 8 年 59 歳「松村光秀展－絵画・彫刻－」、（9・24~9・29）、をギャラリー中井（京都）で開催。「松村光秀個展」、（10・8~10・20）を海文堂ギャラリー（神戸）で開催。
1997 年 平成 9 年 60 歳 西京極　西衣手町へ移る。
1998 年 平成 10 年 61 歳 画集『松村光秀作品集「姿」』を光琳社出版より出版する。「松村光秀－作品集出版記念－」、（2・11~3・1）、を海文堂ギャラリー（神戸）で開催。「姿－作品集出版記念－まつむら光秀展」、（3・10~3・22）、をギャラリー三条で開催。
1999 年 平成 11 年 62 歳「松村光秀展」、（3・9~3・19）、を海文堂ギャラリー（神戸）で開催。「－松村光秀－身の態展」、（10・2~10・８）、を海文堂ギャラリー（神戸）で開催。「松村光秀展」、（10・25~11・14）を松明堂ギャラリー（東京）で開催。
2000 年 平成 12 年 63 歳「松村光秀個展」、（2・19~3・3）、を海文堂ギャラリー（神戸）で開催。「絵画と木彫　松村光秀展」、（9・4~9・10）、をギャラリー凌宵（京都）で開催。「松村光秀展」、（10・2~10・16）をギャラリー歩歩琳堂 ( 神戸 ) で開催。
2001 年 平成 13 年 64 歳「まつむら光秀　身　姿展」、（5・25~6・3）、をギャラリー三条（京都）で開催。「絵画と木彫　松村光秀　姿」、（10・17~10・23）を和貴宮神社（京都）で開催。「松村光秀の世界展」、（11・1~12・28）、を PrivateGALLERY　青山（神戸）で開催。
2002 年 平成 14 年 65 歳「松村光秀個展＜身の彩＞」、（8・31~9・12）、をギャラリー島田（神戸）で開催。「－身の彩－まつむら光秀展」、（10・8~10・13）、をギャラリー三条で開催。
2003 年 平成 15 年 66 歳「異色の現代作家たち　松村光秀　蔡国華　村上肥出夫」、（3・29~6・1）、梅野絵画記念館（長野）へ出品。「松村光秀展」、（6・28~7・21）、を信濃デッサン館　別館槐多庵（長野）で開催。「松村光秀－身の遊－」、（10・1~10・13）をギャラリー島田 ( 神戸 ) で開催。
2004 年 平成 16 年 67 歳「松村光秀菊華展」、（9・28~10・14）、をギャラリー島田（神戸）で開催。このころ父、義男が逝去か。11 月、個展・兜屋画廊　（東京）
2005 年 平成 17 年 68 歳「松村光秀の部屋」、（4・29~5・17）、をギャラリー島田 deux（神戸）で開催。竹松画房の友人らと中国へ旅行する。
2006 年 平成 18 年 69 歳「松村光秀「躯・姿」展」、（4・15~4・26）、をギャラリー島田（神戸）で開催。「現代の絵師　松村光秀展」、（12・27~2007・2・12）を佐喜眞美術館（沖縄）で開催。
2007 年 平成 19 年 70 歳 法然院 ( 京都 ) 講堂で開催された「法然院廊下古材に描かれた作品展」、（3・12~3・18）へ出品する。「松村光秀展　華函」、（10・13~10・24）、をギャラリー島田（神戸）で開催。
2008 年 平成 20 年 71 歳「松村光秀　個展」、（9・3~10・7）、を高宮画廊（大阪）で開催。ギャラリー島田三十周年記念「現代の絵師・松村光秀自選展」、（11・1~11・12）、をギャラリー島田（神戸）で開催。
2010 年 平成 22 年 73 歳「松村光秀の世界展」、（1・8~3・25）、を神戸わたくし美術館（神戸）で開催。「松村光秀展－姿のかたち－」、（5・29~6・9）、をギャラリー島田（神戸）で開催。「現代の絵師　松村光秀展」、（8・25~10・11）、を佐喜眞美術館（沖縄）開催。
2011 年 平成 23 年 74 歳「松村光秀　自選展」、（10・11~10・18）、を枝香庵（東京）で開催。
2012 年 平成 24 年 死期を悟り島田誠を通して大作を信濃デッサン館・佐喜眞美術館へと寄贈する意思を伝える。9 月 11 日　逝去。　「＜謎の絵師＞松村光秀を偲ぶ展」、（12・15~2013・2・4）、を信濃デッサン館　別館槐多庵（長野）で開催。
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